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令和４年７月号     山中小学校長 尾﨑 純子 

            

今年は梅雨明けが早く暑い日が続き、子どもたちが楽しみにしていたプールも例年より多く

入ることができました。夏休みも近くなりみんな元気いっぱいです。 

１学期後半は、外部講師の方に来校していただく機会や、１年生から６年生までともに楽し

む縦割り集会があり、有意義な学びの機会を持つことができ、うれしく思っています。６年生

の「緑の生活体験学習」で、１学期の主な行事も無事終えることができました。まもなく夏休

みに入ります。子どもたちの健やかな成長を願う保護者の皆様、地域の皆様のご協力・ご支援

を頂きこの４ヶ月間で子どもたちは大きく成長しました。また、夏休み中も、それぞれの家庭・

地域でいろいろな体験を通して成長してくれることを願っています。 

「縦割り発足集会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   1年生から６年生まで１８の班を結成し、１１の場所で様々なゲームや課題をこなして

楽しみました。６年生にとっては、それぞれリーダーとしての役割を学ぶよい機会となり 

ました。今回は、先生方で課題等を企画しましたが、今後の集会では企画も子どもたち 

で考え、みなで楽しむことができる機会にしたいと思います。 

 

      小松法人会の中田さんをお招きしての６年租税教室 

                                        

４年手話教室  講師の永山さん、手話 

通訳の岩田さんから手話によるコミュニ 

ケーションを学んでいます。 

 



                      小学校高学年のための人権教室（４年生） 

                      ３人の人権擁護委員の講師の方をお招きし、 

                      「みんなが幸せになる社会」を作るために 

                      大切な権利やルールについて学習しました。 

                      途中、クイズを行うなど工夫していただき 

                      ました。支え合い、助け合う社会の一員とし

ての自覚を持つことの大切さを理解するた

めの、貴重な機会となりました。 

 

            

九谷焼絵皿のイラストコンクール       山中漆器お椀デザインコンクール（５年） 

入選 １年 廣瀬いりま           青年部賞  梶井健吾 

「うみのおちゃわん」         入選    伊藤咲笑  岡田祥吾  

    ４年 菅野由茉                  河田光梨  倉かぬ花 

   「カラフルな音色をかなでるピアノ」         鈴木志暖 

 

社会を明るくする運動  

親子標語 秀作 ２年 久保数馬、仁さん  「まちがいを 正す勇気が 思いやり」 

佳作 ５年 山根由唯、悠平さん 「伝えよう 感謝の気持ちを 忘れずに」 

ポスター 入選 ２年 松木琉真 
  

   「緑の生活体験学習」 

  ７月８日金曜日、お天気に恵まれた１日、６年生は「いちの谷 

 百笑の里」で緑の生活体験学習を行いました。「楽しく自然とふ 

 れ合う」「グループで協力して仲を深めよう」と２つの目標をた 

 て、４つのグループ中心に様々な活動をしました。グループで 

協力しながらの風呂たきやボルダリングなどのアクティビティ、 

自然を満喫しながらの川遊び。たくさんの笑顔があふれている中 

で、特に挑戦できた後のうれしそうな笑顔が印象的でした。 

  学校に戻ってからは、８つの班で、鍋からお米をたくカレーラ 

 イスづくりと「夜の学校開放！真夏の夜のきもだめしツアー」と 

 題したきもだめしを６つの班に分かれ行いました。お化け役で参 

加してくださった方々ありがとうございます。保護者の方々はじ 

め様々な方々に支えていただき、安全に行事を終えることができ 

とても感謝しています。これからもよろしくお願いします。 

  

お知らせ 

 ６月２９日から産休に入られた干場先生の代わりに、午前中は荒井恵子先生、午後は木戸 

陽子先生が本校に来てくださいました。さらに、教育支援員として新たに山口祐佳里先生の

赴任が決まりました。今後よろしくお願いいたします。 


